
JP 4568328 B2 2010.10.27

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者に関連する処方箋に対応して、日付（曜日）および日時（朝、昼、夕、夜間）に応
じて指示された順序で薬剤を服用する必要がある、複数の異なる患者の週単位での要求に
いずれの場合も対応し、パッケージングユニットが、ラインおよびカラムのマトリックス
構成に配置された薬剤の投与ユニット―カプセル、錠剤、ピル―のための収容コンパート
メントを有し、薬剤がいずれの場合も、マトリックス内のコンパートメントの配置により
特定される、各患者の時間帯内に服用される必要がある、複数の薬剤とともにパッケージ
ングユニットを充填するための機構であって、
　ａ）　すべてのまたは一部分のみの選定されたコンパートメント（１２）のラインごと
の充填が自動的に実施される、パッケージングユニット（１１）と個別に関連付けられた
デリバリステーション（１６）が備えられ、
　ｂ）　パッケージングユニット（１１）を、所定の方向に向かって、さまざまな薬剤に
個別に関連付けられたデリバリステーション（１６）へ、連続して搬送することができる
長手方向の搬送装置（１４）が備えられ、
　ｃ）薬剤投与ユニットをデリバリステーションへ送ることが、薬剤に個別に関連付けら
れた横方向の運搬装置を用いて実施され、
　ｄ）長手方向の搬送装置（１４）および横方向の運搬装置（３６、３８）が、搬送スト
ロークおよび運搬容量に関して互いに適合し、収容コンパートメント（１２）を連続する
ラインごとに充填することが、パッケージングユニット（１１）の、収容コンパートメン
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ト配置のカラム方向への搬送ストロークごとに、および横方向の運搬装置の、収容コンパ
ートメント配置のライン方向への運搬ストロークごとに達成され、前記充填は、いずれの
場合も、長手方向の搬送サイクルおよび横方向の運搬サイクルの同期された停止段階にお
いて実施され、
　ｅ）　処方箋優位でパッケージングユニット（１１）を薬剤で充填する状況でデリバリ
ステーション（１６）を制御するために、患者と、いずれの場合も患者に関連づけられた
パッケージングユニットの内容とに関する情報を含む情報信号を処理するためという点に
おいて、必要な制御信号を生成する電子制御ユニット（４１）が備えられ、患者と明確に
関連付けられ、パッケージングユニット（１１）の順送りの移動と同期した制御ユニット
（４１）を、情報信号が順次継続的に通過し、投与ユニットが貯蔵ロール（２２）から巻
きつけられていないブリスタストリップ（２１）により各デリバリステーションに運ばれ
る、ことを特徴とする充填機構。
【請求項２】
　パッケージングユニット（１１）に関連する、間隔を置いて画定された構成内で、パッ
ケージングユニットに関連付けられたデータキャリアが備えられ、データキャリアが患者
に関連するデータを機械可読形式で格納することを特徴とする、請求項１記載の充填機構
。
【請求項３】
　パッケージングユニットのデータキャリアのための読み取りステーション（４２）がデ
リバリステーション（１６）に備えられ、デリバリステーションに統合されることを特徴
とする請求項２記載の充填機構。
【請求項４】
　読み取りステーション（４２）がデリバリステーション（１６）に備えられ、パッケー
ジングユニット（１１）の搬送方向に見て、制御されるデリバリステーションの上流に配
置されたデリバリステーション（１６）に配置されることを特徴とする、請求項２または
３記載の充填機構。
【請求項５】
　パッケージングユニット（１１）が、ラベルタイプ情報、特にデリバリステーションに
おいて発生する手順に関する情報を、デリバリステーション（１６）に、好ましくは個別
に関連付けられた印刷装置を用いて印刷することができる印刷可能エリアを有することを
特徴とする、請求項１～４のいずれか１項記載の充填機構。
【請求項６】
　貯蔵ロール（２２）に巻きつけられ、貯蔵ロールから取り出すことができるブリスタス
トリップ（２１）上に、投与ユニット―錠剤、カプセル、ピル―が等間隔に配置され、ブ
リスタストリップ（２１）の横方向の運搬のための搬送駆動部が、貯蔵ロール（２２）と
デリバリステーション（１６）との間に配置され、ブリスタストリップ（２１）の搬送方
向に見ると、デリバリステーション（１６）が、順に連なって配置される放出ユニット（
２８）を有し、放出ユニットを用いて薬剤がブリスタウェル（２３）から放出され、パッ
ケージングユニット（１１）の収容コンパートメント（１２）に運ばれることを特徴とす
る、請求項１～５のいずれか１項記載の充填機構。
【請求項７】
　互いに隣接する放出ユニット（２８）の間隔Ｌｐが、各ブリスタストリップ（２１）の
隣接するブリスタウェル（２３）の間隔Ｉｐの整数倍に相当することを特徴とする、請求
項６記載の充填機構。
【請求項８】
　放出ユニット（２８）が、空気圧リニアシリンダとして設計されることを特徴とする、
請求項６または７記載の充填機構。
【請求項９】
　空気圧シリンダ（２８）のハウジングから突出するピストンロッドが、放出される薬剤
の形状を補完する、ほぼ凹形状を有するタペットヘッドを備えることを特徴とする、請求
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項８記載の充填機構。
【請求項１０】
　ブリスタストリップ（２１）が、ブリスタウェル（２３）が配置されたストリップ形状
の中央領域の、好ましくは両側に延びるエッジストリップ（８３／１および８３／２）を
有し、前記エッジストリップは、駆動装置（３６、３８）により係合されることを特徴と
する、請求項６～９のいずれか１項記載の充填機構。
【請求項１１】
　少なくとも断面において、ブリスタストリップ（２１）のエッジストリップ（８３／１
および８３／２）を取り囲むＵ字形ガイドエレメント（８６／１および８６／２）が、ブ
リスタストリップの搬送ガイダンスのために備えられ、前記ガイドエレメントは、駆動装
置の両側に、ブリスタストリップ（２１）の連動ガイダンスを備えることを特徴とする、
請求項１０記載の充填機構。
【請求項１２】
　Ｕ字形材（８６／１および８６／２）の、相互に平行なガイドアーム（８７／１および
８７／２）の正味の距離は、ブリスタストリップのエッジストリップの厚さの２倍よりも
狭いことを特徴とする、請求項１０または１１記載の充填機構。
【請求項１３】
　ブリスタストリップ（２１）が、ウェル開口（１０３）を覆う、屈曲する弾性的なカバ
ーストリップ（１０４）に加え、薬剤のためのウェル（２３）を形成するプラスチックス
トリップ（１００）を有し、カバーストリップが、開口領域において、薬剤の放出を促進
するためのエンボスおよび／または穿孔、および／または狭いスリットを備えることを特
徴とする、請求項６～１２のいずれか１項記載の充填機構。
【請求項１４】
　エンボスおよびまたはスリットがＨ形状の構成を有し、横スリット（１０７）を用いて
互いにジグザグに配置され、かつ長手方向のスリット（１０６／１および１０６／２）に
より、ブリスタストリップ（２１）のエッジストリップ（４７）に対してジグザグに配置
されるカバリングウィング（１１３／１および１１３／２）が、一対の二重扉のように開
いて再び閉じるカバーフラップを形成することを特徴とする、請求項１３記載の充填機構
。
【請求項１５】
　可動カバーストリップ（１１７）が、ブリスタストリップガイドから垂直距離（ｈ）を
隔てて、ブリスタストリップ（２１）とパッケージングユニット（１１）のための搬送ガ
イドとの間に平行に延びるレベルで配置され、カバーストリップが、エンボス、穿孔およ
び／またはスリットにより境界をなすカバーフラップの開口を動かすための装置（１２３
、１２６、１２７）に加え、通路開口の解放を促進するエンボス、穿孔またはスリットを
同じく備えることを特徴とする、請求項６～１４のいずれか１項記載の充填機構。
【請求項１６】
　中間レベルに配置されたカバーストリップ（１１７）が、ブリスタストリップ（２１）
と同様の周期長Ｌｐを有し、画定された伸張による、好ましくは周期長Ｌｐに対応する刻
みによるサイクル完了後、各デリバリステーションにおいて実施されるデリバリサイクル
ごとに、独立してさらに搬送されることを特徴とする、請求項１５記載の充填機構。
【請求項１７】
　少なくとも９０°旋回できるＬ字形またはＴ字形の排出エレメント（１２３）が備えら
れ、排出エレメントが、ブリスタストリップ（１２１）とカバーストリップ（１１７）の
ガイドとの間に延びるハウジングブロック（１２４）の垂直方向の通路チャネルが解放さ
れるベース位置から、これらのチャネルが遮蔽されて、カバーストリップ（１１７）の下
に配置された各パッケージングユニット（１１）のコンパートメント（１２）内に薬剤が
運ばれる位置内に旋回できることを特徴とする、請求項１５または１６記載の充填機構。
【請求項１８】
　排出エレメント（１２３）の共通の開口を始動させるための装置を備えることを特徴と
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する、請求項１７記載の充填機構。
【請求項１９】
　ブリスタストリップ（２１）の横方向の運搬のための駆動部として、ブリスタストリッ
プの少なくとも１つのエッジストリップ上に、各エッジストリップ上の駆動ローラおよび
滑動ローラに係合されるよう支持された、対になったローラが備えられ、強制的な閉鎖お
よび／または自発的な閉鎖の結果、駆動の転換を順送りへ強制することを特徴とする、請
求項６～１８のいずれか１項記載の充填機構。
【請求項２０】
　スムーズな曲げられた歯を有する、言わば歯型ピニオンの形状である駆動エレメントが
備えられ、ブリスタ素材の弾性により、歯がブリスタと連動するように係合することを特
徴とする、請求項１９記載の充填機構。
【請求項２１】
　ブリスタストリップ（２１）のパスを確定するために、インクリメンタルパストランス
ミッタ（５１）が備えられ、連なって覆われた等しい長さのパスセクションをカウントす
ることを特徴とする、請求項６～２０のいずれか１項記載の充填機構。
【請求項２２】
　ブリスタストリップ（２１）のエッジマーキングを検出する位置トランスミッタが備え
られ、その出力信号を用いて、各ブリスタストリップ（２１）の画定された位置を表示す
ることを特徴とする、請求項６～２１のいずれか１項記載の充填機構。
【請求項２３】
　エッジマーキングを形成するための切断または打抜装置が備えられ、ブリスタガイド装
置の領域内で、デリバリステーション（１６）から確定された距離で配置されることを特
徴とする、請求項２１記載の充填機構。
【請求項２４】
　ブリスタストリップ（２１）の搬送方向を見ると、いずれの場合も、デリバリステーシ
ョン（１６）の手前側に、少なくとも１つのマーキング装置が備えられ、デリバリステー
ション（１６）の他方側に、少なくとも１つのマーキング装置が配置されることを特徴と
する、請求項２２または２３記載の充填機構。
【請求項２５】
　各ブリスタストリップ（２１）の搬送方向を見ると、ブリスタストリップ（２１）の空
の末端セクションを分離するための切断ステーション（６６）が、デリバリステーション
（１６）の反対側に配置されることを特徴とする、請求項２４記載の充填機構。
【請求項２６】
　薬剤があるかどうかをチェックするセンサ装置が備えられ、薬剤が運ばれたことを認識
する検出器が備えられることを特徴とする、請求項１～２５のいずれか１項記載の充填機
構。
【請求項２７】
　各デリバリステーション（１６）での薬剤の検出が、搬送可能なカバーストリップ（１
１７）の配置によりマークされた中間レベルで実施され、カバーストリップが、制御可能
に放出できる方法で、各搬送シート（１３）の収容コンパートメント（１２）を覆うこと
を特徴とする、請求項２６記載の充填機構。
【請求項２８】
　ブリスタストリップ（２１）の搬送方向を見ると、ブリスタウェル（２３）内の薬剤の
存在を認識するセンサおよび／または検出器が、デリバリステーション（１６）の手前側
および反対側に備えられることを特徴とする、請求項２６記載の充填機構。
【請求項２９】
　センサおよび／または検出器が、光バリアとして形成されることを特徴とする、請求項
２２記載の充填機構。
【請求項３０】
　統計的な要求が平均的な要求よりも著しく高い薬剤のために、少なくとも２つのデリバ
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リステーション（１６）を備えることを特徴とする、請求項１～２９のいずれか１項記載
の充填機構。
【請求項３１】
　同じ薬剤のために備えられた複数のデリバリステーションが、いずれの場合も、互いに
至近に隣接して配置されることを特徴とする、請求項３０記載の充填機構。
【請求項３２】
　パッケージングユニットのために、２つの―平行な―搬送システムが備えられ、統計的
に比較的要求頻度の低い薬剤のために、個別のシステムに関連付けられた２つのデリバリ
ステーションが、互いに隣り合って配置されて共通の横方向の運搬装置を用いて供給され
、一方で、薬剤を供給するための個別の横方向の運搬装置が、統計的により一般的に要求
される薬剤にそれぞれ関連付けられることを特徴とする、請求項１～３１のいずれか１項
記載の充填機構。
【請求項３３】
　パッケージングユニットの長手方向の搬送がグループで実施され、グループを構成する
パッケージングユニットが、スピードまたは刻み幅が異なっていても、同じ搬送スピード
または同じ刻み幅で移動し、フリーバッファゾーンが、パッケージングユニットの連なっ
たグループの間に備えられ、これにより、互いに隣接するグループの相対的な移動が可能
になることを特徴とする、請求項１～３２のいずれか１項記載の充填機構。
【請求項３４】
　薬剤を収容するために備えられたパッケージングユニットは、収容コンパートメントを
形成する熱成形された部品をそれぞれ有し、この部品を、充填機構（１０）の搬送伸長の
第１の作業ステーションを形成する熱成形ステーションにより加工し、そこから機構のデ
リバリステーションへ、可能的には必要な後処置の後に搬送することができることを特徴
とする、請求項１～３３のいずれか１項記載の充填機構。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
発明の分野
　本発明は、患者の処方箋に対応して、日付―曜日―、および日時―朝、昼、夕、夜間―
に応じて指示された順序で各患者により服用される、数多くの患者の週単位での要求に個
別に対応するさまざまな薬剤の投与形態―カプセル、錠剤、ピル―により、医薬品のパッ
ケージングユニットを自動的に充填するための機構に関し、請求項１の特徴部分に先立っ
て述べられたさらなる包括的な特徴を有する、医薬品のパッケージングユニットを自動的
に充填するための機構に関する。
【０００２】
発明の背景
　先行技術に相当するタイプのパッケージングユニットは、Ｔｅｍｍｌｅｒ　ＧｍｂＨ社
による薬剤カセットの形状で、ドイツ連邦共和国内で公有財産として使用され、その結果
、一般的に既知である。
【０００３】
　このようなパッケージングユニットは、危険となり得る過剰投与を防止するために、一
方で患者が重要な薬剤を服用するのを忘れないことを確実にし、他方ではまた患者がどの
薬剤を既に服用したかについての確実なチェックを提供することにより、複数の異なる薬
剤を定期的に服用する必要がある患者を援助することを目的とする。
【０００４】
　“手によって”このようなカセットへ“通常”充填することは、きわめて時間を要する
ものであり、実際上は、高い技能を有するスタッフによってのみ、十分確実に行われるこ
とができ、これには相応の高い労働コストを伴う。
【０００５】
　このようなコストを削減するために、臨床セクションでの使用に適した小型の機構が知
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られており（（ＩＶ／ＭＥＤＩ　ＣＯ．，　ＬＴＤ．　３９０－１，　Ｓｈｉｎ　Ｗｏｎ
　Ｄｏｎｇ，　Ｓｅｏ　Ｃｈｏ　Ｇｕ，　Ｓｅｏｕｌ，　Ｋｏｒｅａ））、これは、患者
の週単位の要求に対応する薬剤が、パッケージングユニットに機械的に充填できるもので
あり、薬剤を服用するための正しい時間的順序を維持することを明らかに補助するもので
もある。コンピュータに格納された、患者および関連する処方箋に関するデータは、投与
の順番に従ってチューブ状のパッケージングユニット内に仕分けられた薬剤のパッケージ
ングのためだけでなく、分離したカセット内に最大４００の異なる薬剤を格納するマガジ
ンから、個人に合わせて薬剤を配分するためにも用いられ、必要であれば、チューブ状の
パッケージングユニットから、薬剤をさらなる仕分けのために移動させることができる。
患者にあった薬剤およびパッケージングの選択は、さまざまな患者に関連づけられた１回
分の薬剤が順次得られるように、すなわち、患者のための薬剤の選択が、先に検討された
患者のための薬剤の選択が完了した後にのみ開始されるように、逐次行われる。
【０００６】
　既知の機構には、あらかじめ充填されることが必要であるパッケージングの充填が完了
した後にのみ、パッケージングユニットの充填を開始することができるために、複数のパ
ッケージングユニットの充填に比較的長い時間がかかるという欠点がある。既知の機構は
、一日におよそ５０，０００のパッケージングユニットを製造できることが必要とされる
ような、大規模な医薬品セクターにおける工業的用途にはやや不向きである。そのような
数量的な要求は、実際には、必要とされる程度の確実性を満たすことができない。
【０００７】
発明の概要
　本発明の目的はゆえに、発明の背景にて言及したタイプの機構を提供することにあり、
運ぶことのできる、個別に異なる使用量のパッケージングユニットの数の大幅な増加を達
成することを可能にし、２４時間動作する機構に対する一般的なオーダーは、１００，０
００ユニットであり、これが医薬品規格に可能な限り高水準で確実に適合した二次的条件
となるのはもちろんのことである。
【０００８】
　この目的は、本発明の基本的な概念にしたがって、請求項１の特徴的な特徴によって、
および本発明の有利な改変および拡張における、さらなる請求項の特徴によって達成され
る。
【０００９】
　したがって、本発明の充填機構においては、薬剤と個別に関連付けられたデリバリステ
ーションが備えられ、互いに列をなして配置されたパッケージングユニットの収容コンパ
ートメントの、日時または曜日に関連した充填を行うことができ、“長手方向の”搬送装
置がさらに備えられ、これを用いてパッケージングユニットを所定の搬送方向に連続して
、さまざまな薬剤に個別に関連付けられたデリバリステーションへ搬送することができ、
これに関連して、このステーションは、薬剤の数に対応して多様に備えられ、異なるカセ
ットを充填するために用いることができ、デリバリステーションへの薬剤投与ユニットの
供給は、薬剤に個別に関連付けられた横方向の運搬装置を用いてなされ、これにより、複
数の異なるパッケージングユニットを充填するために運ばれる薬剤のデリバリを、平行し
て制御することができ、この目的のため、長手方向の搬送装置および横方向の運搬装置が
、搬送ストロークおよび運搬容量に関して互いに包括的に適合し、いずれの場合も、収容
コンパートメントをラインごとに充填することが、パッケージングユニットの搬送ストロ
ークごとに、および横方向の運搬装置の運搬ストロークごとに達成でき、いずれの場合も
、好都合なことには、長手方向の搬送サイクルおよび薬剤の運搬サイクルの同期された停
止段階において実施され、特に簡易かつ規則的な充填パターンにおいては、薬剤の横方向
の運搬のためと同様、代替的にまたは付加的に、パッケージングユニットの“長手方向の
”搬送のための継続した送りが可能であり、デリバリステーションを制御するために備え
られた電子制御ユニットを用いて、患者と、いずれの場合も患者に関連づけられたパッケ
ージングユニットの内容とに関する情報を格納し、カセット送り動作と高い相関関係にあ
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る制御ユニットに順次継続的に送られ、患者と明確に関連付けられた情報信号を処理する
ことにより必要な制御信号を生成し、いずれの場合も、個別の処方箋に対応して完全に充
填されたパッケージングユニットを、およそ毎秒１個の割合で機構から取り外すことがで
きるような、パッケージングユニットを薬剤で正しく充填するための最大限の確実性が得
られ、さらには時間単位あたりの高い送り量を達成することができる。
【００１０】
　請求項２において規定するとおり、制御信号へと処理され得る機械可読形式のデータが
、間隔を置いて固定された配置で各パッケージングユニットに備えられる場合、すなわち
、パッケージングユニットによりさらに遠くへ搬送されて、デリバリステーションに関連
づけられた読み取りステーションに到達できる場合、比較的小さなデータ処理容量により
効果的に管理できる連続した制御方法で、簡易に充填シーケンスを制御でき、したがって
迅速かつ確実に動作する。
【００１１】
　これに関連して、デリバリステーションに関連づけられた読み取りステーションの機構
では都合が良く、充填されるカセットが該当するデリバリステーションに到着する前に、
既にデータを読み込むことが可能になる。
【００１２】
　パッケージングユニットおよび収容コンパートメントと境界をなすその部品は、さらに
好都合なことには、印刷可能エリアを備え、デリバリステーションに、いずれの場合も個
別に関連付けられて組み込まれた印刷装置を用いて、ラベルタイプ情報を印刷することが
でき、これに基づいて、各パッケージングユニットの充填が、いずれの場合も反復される
ことができ、これはエラー保護およびあらゆる必要な欠陥分析の理由から、きわめて重要
となり得る。
【００１３】
　本発明の充填機構の好ましい実施態様においては、送りロールに巻きつけられたブリス
タストリップ上に、薬剤―錠剤、カプセル、ピル等―が等間隔に配置され、ロールステー
ションとデリバリステーションとの間に、搬送駆動部が配置され、ブリスタの搬送方向に
見ると、デリバリステーションは、順に配置された放出ユニットを有し、放出ユニットを
用いて薬剤がブリスタウェルから放出されて、各パッケージングユニットの収容コンパー
トメント内に運ばれることが可能となる。
【００１４】
　このタイプの、薬剤を蓄えて供給する機構、およびパッケージングユニットへの薬剤の
デリバリを実現することは、幅広い種類の薬剤を収容するために、問題なく機構を拡張す
ることが可能であり、新しいタイプの薬剤に関連付けられたユニットを挿入することによ
り達成できるという点において、全体的な機構のモジュラー構造に特に適している。さら
に、機構を、デリバリステーションおよびそれに関連づけられた貯蔵ロールのグループに
、たとえば１０個のデリバリステーションのグループまたは“マスター”グルーピングに
“モジュラー”下位区分し、たとえば、１０個のうち５個のこのようなグループを組み合
わせて、マスターモジュラーユニットを形成することが問題なく可能であり、たとえば、
すべての薬剤カセットに対し、できるかぎり均一な充填時間を達成するために制御する目
的において有利であると思われる。
【００１５】
　制御技術の観点から、デリバリステーションの放出ユニットがさらに、互いに等間隔に
配置されている場合、好ましくは、隣接する放出ユニットの間隔Ｌｐが、ブリスタストリ
ップの隣接するブリスタウェルの間隔Ｉｐの整数倍である場合、特に有利である。このデ
リバリステーション構成により、たとえばマルタクロスを用いて達成可能である簡易な刻
み型の搬送を、ブリスタストリップの搬送のために備えることができ、これにより、刻み
カウンタと機能的に組み合わせた状態で、確実な送り移動制御を簡易な方法で達成するこ
とが可能となる。適したパス測定システムを選択して組み合わせることで、継続したブリ
スタストリップの送りをさらに備えることができることが理解されよう。
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【００１６】
　復帰ばねを備え付けた簡易稼動シリンダとして設計することができ、または交互の移動
方向への力の所要量に依存して、複動シリンダとしてさらに設計することができる空気圧
リアシリンダは、放出ユニットとして特に適している。請求項１０～１２は、代替的にま
たは組合せて実現することができるブリスタストリップの特徴を開示し、これにより、確
実な搬送が可能となり、さらには用いられるブリスタストリップの自動的な“送り込み”
を、簡易な方法で、順に行うことが可能となる。
【００１７】
　請求項１３および１４の特徴のために、放出エレメントを用いた放出によりブリスタウ
ェルから薬剤をスムーズに運ぶことを確実にするような、ブリスタストリップの貯蔵の構
成が得られるが、これは各デリバリステーションの放出エレメントを用いて薬剤上に加え
られるべき“放出”力を、低く保つことができるためである。請求項１１および１２の特
徴に関して記載したことを、請求項１５～１７の特徴によるデリバリステーションの構成
に適切であるとしてさらに適用し、この有利な点は、運ばれる薬剤の特にスムーズな取り
扱いに見られ、磨耗および、さらには汚染から保護される。
【００１８】
　請求項１８により備えられる、排出エレメントの共通の開口の始動のための装置を用い
て、収容コンパートメントへの薬剤のデリバリ時間の節約を実現すると同時に、デリバリ
ステーションを構造的に簡易化することを達成することができる。
【００１９】
　請求項１９および２０の特徴により示されたとおり、駆動部と組み合わせることで、請
求項２１による簡易なインクリメンタルパストランスミッタを用いて、パスを測定し、ま
たはブリスタストリップの順送りを確定することができ、このトランスミッタからの信号
を、請求項２２および２３の特徴により詳述されたとおり、ブリスタストリップのエッジ
マーキングのための位置トランスミッタと組み合わせて用いて、ブリスタストリップの移
動を制御するために十分に正確な位置決定を行うことができ、この目的で、請求項２４に
より備えられる機構自身のマーキング装置を用いて、適するエッジマーキングが得られる
。このために、請求項２５の切断ステーションをさらに用いてもよい。請求項２６によれ
ば、機能をチェックするために備えられた安全センサ装置が、請求項２７～２９の有利で
簡易な機構および構成において実現され得る。
【００２０】
　いずれの場合も、モジュールが、必要なパス測定センサおよび監視センサとともに、送
り駆動部および補助駆動部に加えて、デリバリステーション、横方向の運搬装置、ブリス
タストリップごとの貯蔵ロールを含むという、本発明の充填機構のモジュラー構造のため
に、統計的に共通して必要とされる薬剤のためのこのようなモジュールを加えることによ
り、比較的少ない費用と手間で、請求項３０の特徴による“均一に”かつ要望本位に動作
する充填機構を、好ましくは請求項３１による構成において問題なく実現することが可能
である。
【００２１】
　代替的にまたは付加的に、本発明の充填機構を要望本位に容量拡張することが、パッケ
ージングユニットのための２以上の搬送システムを用いる、請求項３２の特徴により、さ
らに達成されることが可能である。
【００２２】
　請求項３３の特徴による充填機構の構成を用いて、個別のデリバリステーションにおい
て要求される時間が異なるとき、均一で一定な薬剤の流れにより、継続した充填動作をさ
らに実現できる。
【００２３】
パッケージングユニットとしての週単位の要求に対するブリスタの、特に効率的な生産が
、請求項３４の特徴を有する、本発明の充填機構の好ましい構成において達成され得る。
【００２４】
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　本発明のさらなる詳細は、図面の助力による、以下の実施態様の説明から理解される。
【００２５】
詳細な説明
　図1に参照番号１０により全体として特定される充填機構は、一週間に患者が服用する
薬剤を用いて、パッケージングユニット１１を充填することを目的とし、これらのパッケ
ージングユニットは、処方箋に従って、患者が複数の異なる薬剤を適正な規定された服用
量と時間順で服用し、それにより薬剤を忘れずに、さらにどの薬剤を既に服用したか、お
よび／またはまだ服用していないものは何かについてのチェックを簡易な方法で行うこと
ができるという点において、患者を援助することを目的とする。
【００２６】
　パッケージングユニット１１は、基本的な矩形のトラフ形状を有する複数の収容コンパ
ートメント１２を含むブリスタパックの形式で設計され、収容コンパートメントは、規則
的な矩形マトリックス構成で組み合わせられて、均一な搬送シート１３を形成する。患者
の週単位での薬剤の要求に対して備えられる、いわゆる“ウィークブリスタ”としてのレ
イアウトに対応し、搬送シート１３は、基本的な形状が一致する、合計で２８個の収容コ
ンパートメント１２を含み、説明のために特に選択された実施態様においては、収容コン
パートメントは、一週間の日数に対応した多数のカラム、および薬剤が服用されるさまざ
まな時間、すなわち朝、昼、夕および夜間に関連付けられた4つのラインに配置される。
【００２７】
　各搬送シート１３の４つのラインの方向および７つのカラムの方向に見ると、収容コン
パートメント１２は、いずれの場合も等間隔に配置されている。
【００２８】
　図式的に簡易に示され、参照番号１４により全体として特定される長手方向の搬送装置
は、独自の駆動部を有する実質上の“直線”コンベヤベルト装置を実現することができ、
または搬送シート１３上に“直接”係合する複数の駆動部を用いて実現することができる
。いずれの場合も、参照番号１６により全体として特定され、この搬送方向１４に沿って
連続して配置されたデリバリステーションに、薬剤で充填される搬送シート１３を連続し
て搬送することができる。薬剤はいずれの場合も、これらのデリバリステーションにおい
て運ばれ、各デリバリステーション１６における薬剤のデリバリは、長手方向の搬送装置
１４の停止段階の間に、投与時間、すなわち朝、昼、夕または夜間にいずれの場合も関連
付けられた投与ユニットが、各投与日、すなわち月曜日および／または火曜日等、日曜日
までに関連付けられた収容コンパートメント１２内に送り込まれるように、“ラインごと
”に実施される。
【００２９】
　薬剤と個別に関連付けられ、いずれの場合も参照番号１７により全体として特定される
横方向の運搬装置を用いて、デリバリステーション１６に対する薬剤の送り込みが行われ
、横方向の運搬装置は、搬送装置１４に沿って、搬送シート１３の搬送方向に等間隔に配
置される。隣接した横方向の運搬装置１７の間の間隔は、好都合なことに、搬送方向に向
かって測定された、搬送シート１３の幅ｂと等しくなるよう選択される。シートとしては
搬送方向に向かって横方向に延びるエッジ１８／ｒおよび１８／ｖで互いに直接支え合う
ようなシート１３の搬送構成において、一方が夜間の薬剤服用に関連付けられ、他方が朝
の薬剤服用に関連付けられた収容コンパートメントの隣接する列の間隔が、いずれの場合
も、シート１３内の互いに隣接するコンパートメントの二列の間隔と等しくなり、さらに
、たとえば、搬送プレート１３のパルス制御された順送りが、搬送装置１４の搬送方向に
実施されるような順送りの刻み幅に対応するようにシート１３が構成される。搬送シート
１３の一般的な構成では、昼および夜の薬剤服用に関連付けられた、収容コンパートメン
ト１２の内側の二列の間に延びて、収容コンパートメント１２の開口エッジによりマーキ
ングされた平面に対して垂直である、各長手方向の中央平面１９により対称に設計されて
いる。
【００３０】
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　薬剤に個別に関連付けられた横方向の運搬装置は、貯蔵ロール２２に巻きつけられ、そ
こから引き離すことができるブリスタストリップ２１の助力を得て実現される。貯蔵ロー
ル２２は水平なカセット（簡潔にするために図示せず）により収納され、これはさらに、
機構１０において入換可能なカセットが用いられている場合、ロールが回転可能に取り付
けられるベアリングを形成することができる。
【００３１】
　ここでさらに図２ａ～２ｅを参照して記述するために、ブリスタストリップ２１は、一
方側に形成された半円形またはトラフ形状のウェル２３を有する、ストリップ状のプラス
チックフィルム２６からなり、ウェル２３はそれぞれ、１つの錠剤または１つの薬剤カプ
セルを取得するために備えられる。各薬剤を格納したウェルは、ウェル２３を形成するプ
ラスチックストリップ２６に物質的に連動する方法で接続された、フィルム状のカバース
トリップ２４で覆われる。しかし、カバーストリップ２４は、カバーストリップとしては
プラスチックストリップとして形成されるが、エンボス、または意図的なスコアラインと
しての機能を果たす、機能的には同様の穿孔がウェルの開口領域に備えられた、薄いアル
ミニウムストリップ、または金属被覆されたプラスチックストリップとしてもしばしば形
成され、これにより、開口したり、またはウェル２３から薬剤を機械的に取り除いたりす
ることを容易にする。
【００３２】
　説明を目的として示された構成例において、ウェル２３は、ブリスタストリップ２１上
に、互いに隣り合って直接―“きつく”―配置され、貯蔵ロール２２ごとに可能なかぎり
大きな貯蔵容量を達成するようにされている。ブリスタストリップ２１の搬送方向を見る
と、いずれの場合も、収容コンパートメント１２の、昼用ラインの互いに隣り合って配置
された７つの収容コンパートメントを横切っている。加えて収容コンパートメントは、言
わば均等にきつめに、すなわち互いに至近に隣接して配置され、２つの隣接した収容コン
パートメント１２の間にとどまり、ウィークブリスタの搬送方向に延びる分離ウェブが、
ウィークブリスタの搬送方向に対して横方向に測定された収容コンパートメントの開口の
内法にきつめに近接している。ウィークブリスタ搬送シート１３の一般的な構成において
は、ウィークブリスタ１１の搬送方向に対して横方向に測定された、搬送シート１３の収
容コンパートメント１２のライン配置の周期長Ｌｐは、ブリスタストリップ２１のウェル
２３の配置の対応して測定された周期長の値Ｉｐの３倍、またはこの周期長Ｉｐのもうひ
とつの整数倍数、好ましくは周期長Ｉｐの奇数倍数に相当する。
【００３３】
　ブリスタストリップ２１の周期長ＩｐおよびＬｐと、搬送シート１３の収容コンパート
メント１２のライン配置とのこのような整合において、収容コンパートメントのラインに
沿って延びる、ブリスタストリップのウェル２３を、それぞれの収容コンパートメント１
２を“中心にして”覆うよう設置し、かつこの中央配置において、その真下に配置された
、ウィークブリスタ１１の搬送シート１３の収容コンパートメント１２内に、ウェル２６
に格納された薬剤を運ぶことが常に可能となる。
【００３４】
　ブリスタストリップ２１から搬送シート１３の収容コンパートメント１２内に薬剤を運
ぶことを制御するために、搬送シート１３の収納コンパートメント１２の開口平面に対し
て垂直に往復しするよう動くことができる、７個の放出タペット２７が、デリバリステー
ション１６ごとに備えられ、その放出を作動させるために、空気圧作動シリンダ２８／１
～２８／７がそれぞれ備えられる。
【００３５】
　各デリバリステーション１６の作動シリンダ２８は、同一の構成の場合、それらの中心
長手方向軸２９が、放出タペット２７の中央長手方向軸でもあり、搬送シート１３の開口
平面に対して垂直に延びる各デリバリステーションの長手方向の中央平面３１（図１）に
および、かつ搬送シート１３の搬送方向に対して横方向に直角に延びるように配置される
。
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【００３６】
　説明を目的として、多数の任意の組み合わせで同時に、異なる時間で個別に作動するこ
とができる作動シリンダ２８／１～２８／７から開始するものとする。さらに、作動シリ
ンダが、各作動シリンダ２８のピストン３３を押し、結果として各タペット２７をベース
位置とされる上端部位置内に押し込む復帰ばね３２を有するものとし、このため各作動タ
ペット２７が、いずれの場合も、搬送シート１３の充填される関連付けられた収容コンパ
ートメント１２からその中に引き込まれ、さらに、好都合なことには放出される薬剤の形
状に適応した形状、たとえば、薬剤の形状と略相補的な凹状に曲げられた形状を有するタ
ペットの自由端面３４は、ブリスタウェル２３の外側から垂直距離をおいて配置されてお
り、充填される搬送シートと、その上に配置されたデリバリステーション１６の作動シリ
ンダ２８との間で妨げられることなく、ブリスタストリップ２１をデリバリ位置内へ動か
すことができるようにされており、これには、必要であれば、デリバリステーション１６
において、ブリスタストリップ２１が往復する移動を繰り返し行うことが必要とされる可
能性がある。
【００３７】
　この必要性があるのは、たとえば、薬剤が週の間毎日ではなく、たとえば月曜日、水曜
日および金曜日のみ服用される場合、各ブリスタストリップの搬送をさらに継続するため
に、デリバリステーションを超えて薬剤が搬送されるのを回避することを目的として、こ
れらの薬剤を回収するために相当の手間がかかるか、またはこれらの薬剤を紛失したもの
とみなさなければならないような場合である。この例において、できる限り小規模な搬送
資源および時間の消費で、デリバリの適切な制御を実現するために、好都合なことに、以
下の手順が採用される。
【００３８】
　説明を目的として、図２ａに示す開始位置は、デリバリステーション１６の構成であり
、図によると、ブリスタストリップ２１のすべてのウェルは、作動シリンダ２８／１のタ
ペット２７の下に位置付けられたウェル２３の右手に配置され、たとえば、そのウェル自
体を含み、月曜日に関連付けられた、左手に最も離れて配置されたウェルには、このデリ
バリステーション１７において供給される薬剤投与ユニットが依然として格納されている
。しかし、ブリスタストリップ２１の運搬方向を見ると、“月曜日の”作動シリンダ２８
／１のタペット２７の下の左手側に最初から配置されているすべての薬剤投与ユニットは
、すでに運ばれている。
【００３９】
　この“開始の”構成において、まず“月曜日”のシリンダ２８／１が作動し、それによ
り、図２ａの描写によると、左手側に最も離れて配置されたウェルに格納された薬剤が、
搬送シート１３の下に配置された“月曜日”の収容コンパートメント１２内に運ばれる。
放出シリンダ２８／１のタペット２７は、搬送中のブリスタ２１から再度取り外された後
、現時点で左手位置に最も離れて配置され、かつ薬剤が依然として格納されているウェル
２３が、水曜日に関連付けられてその後作動する放出シリンダ２８／３のタペット２７の
下に配置されるまで、矢印３６の方向に向かって“右に”引き込まれる。次の放出サイク
ルのために、現時点で左手側に最も離れて配置され、依然として充填されているウェルが
、金曜日に関連付けられその後作動する放出シリンダ２８／５のタペットの下に配置され
るまで、ブリスタ２１が引き込まれる。最後から２番目のデリバリの作動の後、ブリスタ
ストリップ２１は、現時点で採用された位置にとどまることができ、連続したデリバリサ
イクルで、これに最も適した開始位置に搬送されることが可能となる。
【００４０】
　デリバリステーション１７において、いずれの場合も、このステーション１６の薬剤の
デリバリにより、７個の収容コンパートメント１２がすべて充填される―統計的により有
意な―場合に対して、デリバリを制御する簡易かつ可能な方法は、以下のとおりである。
【００４１】
　説明を目的として、開始位置を再度、図２aに図示するデリバリステーション１６およ
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びブリスタストリップ２１の構成とする。これにより示された“開始”構成において、７
個の作動シリンダ２８／１～２８／７はすべて、同時に制御されて放出タペット２７の放
出ストロークを実行し、その後直ちに再度制御されて、図示されたベース位置に向かって
戻りストロークを実行する。放出ストローク実行後のブリスタストリップ２１の構成が、
図２ｂに図示されている。いずれの場合も、放出される投与ユニット―錠剤またはピル―
は、現時点では、搬送シート１３の収容コンパートメントの、日時に関連するラインの（
図示された実施例４つの中の）１つの中にある。搬送シート１３が、たとえば“昼”の刻
み幅である数量ｂ／４（図１）分だけさらに搬送され、ブリスタストリップ２１が、デリ
バリステーションに対して、ウェルの配置の周期長分だけさらに搬送された後、デリバリ
ステーション１６に対するブリスタストリップ２１の構成は、図２ｃに示すように、今度
は再度作動シリンダ２８／１の継手制御により、搬送シート１３の日時に関連した次の収
容コンパートメントのラインを、デリバリステーションにおいて利用可能とされた薬剤の
投与ユニットで充填することが可能となる。結果として得られるブリスタストリップ２１
の構成を、図２ｄに図式的に簡略化して示す。
【００４２】
　上述したような搬送およびインクリメンタルステップの再反復は、最終的に図２ｅに示
すブリスタストリップ２１の構成に至り、ここでは、図２ｅにＳｔとして特定する搬送の
伸長分だけ、ブリスタストリップを搬送して位置換えさせる必要があり、このため、開始
位置として採用されたブリスタストリップの位置に再度到達するようにされており、上記
のデリバリサイクルを再度開始することができる。
【００４３】
　図１および図２ａに簡易に図式的に示した電気機械的な送り駆動部３６に対する制御信
号は、この信号を用いることで、―搬送シート１３の搬送方向に向かって横方向の―ブリ
スタストリップ２１を、空気圧放出シリンダ２８／１～２８／７により形成される個別の
デリバリステーション１６に搬送することができ、言うなれば、シリンダに送ることがで
き、さらに加えて、必要であれば、限定された後方移動も制御することができ、その上、
電磁バルブ３７に対する制御信号は、この信号を用いることにより、放出シリンダ２８／
１～２８／７を、圧縮空気源（図示せず）からの圧力で個別に、または複数個に、任意的
にはすべて同時に満たすことができ、および／またはそれらの作業ストローク実行後、再
度圧力を解放することができるとともに、電気機械的な補助駆動部３８に対する制御信号
はさらに、空になったブリスタセクションを運び去り、および／またはブリスタストリッ
プを、放出シリンダ２８／１～２８／７の下にクランプするために用いることができるが
、デリバリステーション１６に個別に関連付けられた電子制御ユニット４１を用いて、こ
の信号を生成する。電子制御ユニットは、信号生成動作において、搬送シート１３の順送
り搬送移動のパルスサイクルで制御することができ、これにより電子制御ユニット４１の
動作段階が、搬送装置１４の搬送サイクルにより、言わば同期するようにされている。搬
送装置１４は、好都合なことには、短い搬送段階を有するインクリメンタル装置として設
計され、それらの一時的にきわめて長い停止段階と比較して、いずれの場合も、搬送サイ
クルごとに、次の“ライン”―７個の収容コンパートメント１２のグループ―が、各デリ
バリステーション１６のデリバリシリンダ２８／１～２８／７の下のデリバリ位置に到達
する。
【００４４】
　デリバリステーション１６の電子制御ユニット４１は、機械可読形式でデータキャリア
に格納された患者に関するデータを処理することによって、ブリスタ送り駆動部３６、放
出シリンダ２８／１～２８／７の制御バルブ３７、さらにはデリバリステーション１６の
各補助駆動部３８に向けて制御信号を生成して、このデータキャリアは、それぞれの搬送
シートに“安定して”関連付けられ、言ってみれば、搬送シートにより伴出されることが
できる。データキャリアには、アドレスされたデリバリステーション１６に運ばれる薬剤
名が、適したコード化形式で、たとえば２進数として格納される。対応するデリバリステ
ーション１６は、言ってみれば、この情報を通してアドレスされる、すなわちデリバリサ
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イクルのために準備される。したがって、図１に簡易に図式的に示された読み取りヘッド
４２（ｉ）が、それに関連付けられたデリバリステーション１６ｉに対して配置され（（
ｉ＝１．．．ｎ；　ｎ＝機構１０のデリバリステーション数）、これにより、情報の読み
取りと、制御されるデリバリステーション１６（ｉ）のアドレッシングとの間に、情報デ
ータを確実に処理するために十分な時間を取ることが可能となるようにされている。
【００４５】
　説明のために選択された特別な実施態様においては、データキャリア４３が、各搬送シ
ート１３の一方の横方向エッジに、図１によると左手エッジに配置され、搬送方向に延び
ている。データキャリア４３にはさらに、各薬剤を特定するほかに、患者を個別化するデ
ータとともに、―時系列の―投与パターンを格納するデータが、機械可読形式で保存され
ている。
【００４６】
　読み取りヘッド４２ｉおよびデリバリステーション１６ｉに関する上述の機構では、内
部で各デリバリステーション１６の放出シリンダ２８／１～２８／７が作動する時間窓が
、搬送装置１４のインクリメンタルステップの数により確定され、これにより、デリバリ
ステーションにおいて、収容コンパートメントが各薬剤で充填されるより先に、各収容コ
ンパートメントのラインが読み取りヘッド４２を横断する。
【００４７】
　説明のために選択された実施態様について、それに含まれる制御および駆動エレメント
の機能に基づいて、ブリスタストリップ２１の送り移動の制御を説明したが、当業者にお
いては、その技術的な実施を、さまざまな方法で問題なく行うことが可能であり、したが
って、装置の詳細については、本発明の充填機構１０に特有のものである限りにおいての
み、言及されている。
【００４８】
　“アドレッシング”―選定されたデリバリステーション１６ｉにおける、充填動作段階
の準備―が行われるのは、電子制御ユニット４１ｉにより処理される情報信号が、前記ユ
ニットに関連付けられた読み取りヘッド４２ｉを用いて、制御ユニット４１ｉ内にすでに
読み込まれ、一方で、デリバリステーション１６ｉにおいて充填される搬送シート１３は
依然として、搬送方向に見てデリバリステーション１６ｉの上流に配置されているデリバ
リステーション１６（ｉ－１）の領域内にある場合である。
【００４９】
　すでにこの状況で、デリバリステーション１６ｉが、デリバリステーションとしては依
然としてローディング動作の稼動中であるとされない場合、依然としてステーション１６
（ｉ－１）に位置付けられた搬送シート１３のためのローディング動作を準備することが
でき、この点において、貯蔵ロール２２ｉから取得することができるブリスタストリップ
２１ｉが、充填手順に適した開始位置内、たとえば、図２ａに図示する位置に搬送され、
このため、図２ａ～２ｅに基づいて図示された機能の例のために、ブリスタストリップ２
１ｉを、伸長Ｓｔ（図２ｅ）分だけ引き込ませる必要がある。
【００５０】
　制御ユニット４１ｉ内に読み込まれたデータに基づいて、ブリスタストリップの順送り
および戻り移動を発動させる制御信号のバッチが生成されるが、このデータは、始動させ
る放出シリンダの選定のためのデータに加え、薬剤の服用についてのさまざまな時間―朝
、昼、夕、夜―に関連付けられた、“ライン”軌道で実行される必要がある。その後、こ
れらのデータを表す制御信号の出力が、搬送シート１３のインクリメンタル移動の実行に
より継続的に生成される電気信号により、パルス制御されて実施される。これに関連して
、デリバリステーション１６ｉのデリバリサイクル内で、さらには入れ替わる方向で実行
されるさまざまな送り移動が、量および方向にしたがって事前に定められる。
【００５１】
　所定の方向で実行される搬送パスを確定するために、図３ａに図式的に示し、参照番号
４４により全体として特定される“インクリメンタル”パス測定システムが備えられ、こ
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のシステムにより、電子制御ユニット４１ｉに対して、所定の方向へ進行する、それぞれ
“小さな”パスインクリメントのための計数パルスが送出される。このパルスは、移動方
向―前方／後方―に依存して、正符合または負符合で合計され、これにより、デリバリサ
イクル内に到達した合計値が、取り出されたブリスタストリップの長さの単位となる。
【００５２】
　図３ａは、インクリメンタル測定パスシステムを実現する簡易な方法を示し、ここでは
、連なる“ダッシュ”マーキング４７が、その移動について監視されるブリスタストリッ
プ２１のエッジストリップ４６に沿って、狭い間隔δｓで交互に備えられる。計数パルス
の生成を発動させるために、ダッシュマーキングは、簡易に図式的に示された、定置測定
ヘッド４９の一個以上のセンサ４８を通り過ぎる。エッジマーキング４７としては、磁気
テープ技術から既知であり、標準的な読み取りヘッドにより検出することができ、かつイ
ンクリメンタル計数パルスを発するのに適した磁気マーキングを用いることもできるが、
視覚的に容易に認識可能である穿孔が適している。
【００５３】
　図３ｂに見られるとおり、本発明の充填機構に適したインクリメンタルパス測定システ
ム５１を、代替的に、各ブリスタストリップ上２１でのマーキングの測定をせずに管理す
る“独立した”機能ユニットとして設計することができる。
【００５４】
　図３ｂによるパス測定システム５１は、平行軸５２および５３の周囲を自由に回転でき
る２個のキャスタ５４および５６を有し、キャスタは互いに向かい合って配置されて、ブ
リスタストリップ２１の向かい合うエッジストリップの境界面に対して最小限の力で押圧
され、かつ移動において境界面と摩擦するように連結される。滑動ローラのうちの１つ５
２、すなわち実施態様に図示される上側の１つは、水平で外周が歯形の領域を介した連動
方法により、より小さな直径のギア５７に係合され、これに対しては、羽根車５８に、回
転し安定するように接続され、羽根車の羽根５９を用いて計数パルスを生成して光バリア
を遮るか、または誘導センサ回路を位置に依存して調整し、ここで、適した伝達比を用い
ることにより、言うなれば、ブリスタストリップの変位パスを、複数のパスインクリメン
トに、高分解能で分割することを達成できるが、これらは、搬送方向におけるブリスタウ
ェル２３の寸法と比較して、小さなサイズである。
【００５５】
　ブリスタストリップの素材には恒常的に可撓性があるために、滑動ローラ５４をブリス
タストリップ２１のエッジストリップ上に支持している、外周が歯形の領域を用いて、ブ
リスタストリップ２１にローラ５４を連動して係合することが達成され、これにより高精
度なパス測定が可能となる。
【００５６】
　さらに、補助駆動部３８の駆動およびガイドローラ６２および６３（図２ａ）と同様、
ブリスタストリップを時に引きおよび時に押す駆動部を達成するために用いられる、送り
駆動部３６の駆動およびガイドローラ６０および６１は、好都合なことに、“水平な”、
すなわち半径方向にほんのわずかに延び、さらには実質的にエッジのない歯形の領域が備
えられ、ブリスタストリップ２１のキャリアの素材が弾性的に変形性があることから、こ
れらを外見上連動しているように係合することができ、これにより、搬送の確実性が促進
される。
【００５７】
　位置を制御し監視するためにインクリメンタル測定システムが用いられる場合、画定さ
れ選定された基準位置のための特性を指示する信号が、時々生成され得ることが必要であ
り、この信号の発生に基づいて、信号により認識されるブリスタストリップの位置におい
て与えられるべきカウンタ状態に測定システムが到達したかどうかのチェックを行えるよ
うに、使用されたインクリメンタルパス測定システムの選定された機構および構成が、画
定されたカウント状態に連結される。偏差がある場合、位置特性信号の発生を用いて、測
定システムの“後”較正を行うことができ、ここで測定システムのカウンタが、位置特性
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値に設定される。好都合なことには、このタイプの後較正またはチェックは、ブリスタス
トリップが基準位置に到達したとき、いつでも独立して行われる。
【００５８】
　上記の説明にて用いられた実施態様により、参照番号６４（図２a）により全体として
特定される光バリアを用いて、信号を示す基準マークを生成することができ、ブリスタキ
ャリアにより光バリアが遮られたとき、基準信号が生成される。参照番号６６により全体
として特定される切断装置を用いて、ブリスタストリップ２１の消費された末端のピース
が切断されたところである、“消費された”ブリスタストリップの末端セクションの自由
な横方向エッジが、光バリア６４のセンサ光ビームを遮るとすぐに、基準信号が発生する
。
【００５９】
　さらに、適合する基準マークを、他の方法により、たとえば、ブリスタキャリアのエッ
ジの“どこかに”穿孔を打ち抜くことにより適用し、位置を示す信号を発動させる目的で
穿孔を通して光バリアのセンサ光ビームを通過させてもよいことが理解されよう。さらに
、適切な基準マークとして、視覚的に検出することができる印、または誘導的に検出可能
な金属のマークを用いてもよい。
【００６０】
　これは、搬送方向に見て、ブリスタストリップ２１の位置を確定できるのが、デリバリ
ステーションを離れた後だけでなく、デリバリステーション１６に入る前である場合、す
なわち、“較正”制御信号を発するために用いることができる場合に好都合である。
【００６１】
　ブリスタストリップ２１の順送りおよび想定される後方移動を確定し、その速さだけで
なく移動の規模を制御できるという性能が、図４ａの詳細な図により表された、本発明の
１つの貯蔵ロール２２／１から第２の貯蔵ロール２２／２への独立した移送のための充填
装置の構成において利用され、結果として貯蔵ロール２２／１および２２／２の双方が関
連付けられたデリバリステーション６１において、最初に用いられた貯蔵ロール２２／１
のブリスタの貯蔵が使い果たされた後、第２の貯蔵ロール２２に巻きつけられたブリスタ
ストリップの貯蔵の切換を、充填機構１０の充填動作を遮る必要なく行うことができる。
【００６２】
　この目的のために備えられ、参照番号６８により全体として特定される切換装置は、こ
こで、貯蔵ロール２２／１から引き出し可能なブリスタストリップの貯蔵が使い果たされ
るとすぐに、第２の貯蔵ロール２２／２からブリスタストリップ２１を除去するために切
換を行い、ブリスタストリップ２１／１および２１／２双方に共通の搬送を、“消費され
た”ブリスタストリップ２１／１の自由な“後方”端６９と、次に用いられるブリスタス
トリップ２１／２の自由な“開始”前側面７１とが、１つにまとめられ、さらに、使い果
たされたブリスタストリップ２１／１の末端セクションと、続くブリスタストリップ２１
／２の開始セクションとがデリバリステーション１６を通して搬送される間、第２のブリ
スタストリップ２１／２への移送が完了するまで、互いに隣接して保持されるように達成
するという機能を行い、そしてこのように、“使い果たされた”貯蔵ロール２２／１を、
当該デリバリステーション１６において、新しい貯蔵ロールに取り替えるための十分な時
間が利用でき、その他の貯蔵ロール２２／１が使い果たされたときに用いることができる
。
【００６３】
　これらの機能を実現するために適した切換装置６８の構成を、順々に切換装置のサブユ
ニットの機能に基づいて説明したが、この助力により、精密機械および制御技術の分野に
おける当業者においては、切換装置６８を実現することができ、構造上の細部の詳細な説
明は不要であると思われる。
【００６４】
　切換装置６８は本質的に、参照番号７２により全体として特定される“Ｙ”ガイドシス
テムからなり、２つのブリスタストリップ２１／１および２１／２のそれぞれに関連付け
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られた２個のガイドブランチ７３／１および７３／２、ならびにこれらのそれぞれに個別
に関連付けられた搬送駆動部７４／１および７４／２を含み、２つのガイドブランチ７３
／１および７３／２の組合せから派生して、継続するガイドブランチ７３／３をさらに有
し、これを介して、各種の貯蔵ロール２２／１および２２／２から取り出すことができる
ブリスタストリップスタンドを、送り駆動部３６を用いて、デリバリステーション１６へ
交互に搬送することができる。
【００６５】
　搬送駆動部７４／１および７４／２は、それらの構造および、いずれの場合も、送り駆
動部３６およびさらに先の補助駆動部３８のために用いられる駆動概念に関して、大部分
が類似しているが、続くデリバリステーション１６に加え、組み合わされたガイドブラン
チ７３／３において、いずれの場合も、用いられるブリスタストリップの搬送速度を確定
する、続く送り駆動部３６よりも、いずれの場合も、より高速な搬送速度での、少なくと
も一期間で動作することができるように、これらの搬送駆動部７４／１および７４／２を
制御し得ることが望ましく、これにより、使い果たされた貯蔵ロール２２／１または２２
／２から取り出されたブリスタストリップ末端セクションと、組み合わされたガイドセク
ション７３／３に到達したブリスタストリップの末端セクションに貫かれる、言うなれば
“追い付く”ような、次のブリスタストリップ２１／２または２１／１の開始セクション
とが、すなわち、係合する状態にさせることができ、結果として、これらのブリスタスト
リップスタンドが、互いに、言うなれば“絶え間なく”続き、デリバリステーション１６
において薬剤カセット１１を充填するために用いられるブリスタウェル２３の途切れが回
避される。
【００６６】
　上記の説明のために選択された実施態様において、搬送駆動部７４／１および７４／２
はそれぞれ、ブリスタストリップ２１／１および２１／２の“スムーズな”デリバリサイ
ド７６上に、簡易に図式的に示されたフレーム７７上のガイドエレメントの力を受けずに
、切換装置６８のセクションに、いずれの場合も配置された貯蔵ロール２２／１および２
２／２の回転軸に対して平行に延びるシャフト７８／１および７８／２に、自由に回転で
きるよう取り付けられた滑動ローラ７９／１および７９／２を有し、前記滑動ローラは、
それらと、電気モータ（図示せず）により駆動することができる駆動ローラ８１／１およ
び８１／２とにより押圧されているブリスタストリップ２１／１および２１／２の全幅を
超えて延びている。駆動ローラは、滑動ローラ７９／１および７９／２の反対側に配置さ
れ、滑動ローラ７９／１および７９／２の反対側にそれぞれ横たわるブリスタストリップ
２１／１および２１／２のウェルサイド８２／１および８２／２のエッジストリップ上を
回転することができ、これにより駆動ローラ８１／１および８１／２と、摩擦的に、また
は摩擦的な連動方法で、すなわち、弾性的な変形は別として、実質的に滑らない方法で係
合される。
【００６７】
　図５ａで再現した搬送駆動部７４／１および７４／２の有利な構成では、駆動ローラ８
１は、各ブリスタストリップ２１の２つのエッジストリップ８３／１および８３／２のう
ちの一方のみと係合するように設計されて配置され、２つのエッジストリップの間には、
ブリスタウェル２３が配置されており、ここでブリスタストリップ２１は、いずれの場合
も、エッジストリップ８３／１と８３／２との間に延びる、長手方向の中央平面８４に対
して対称に設計される。
【００６８】
　図４ａによれば、送り駆動部３６につながる“Ｙ”ガイドシステム７２のガイドブラン
チ７３／３は、図５ｂを見て直接的に分かるとおり、いずれの場合も、互いに向き合う平
行形アーム８７／１および８７／２とともに配置された、一対の“Ｕ”字形セクション８
６／１および８６／２により形成され、ヨークアーム８８の正味の“水平方向”間隔は、
ブリスタストリップをわずかにずらすために必要とされる遊びは別として、ブリスタスト
リップ２１の幅ｂｓに対応するようにされており、これらのガイドＵ字形セクション８６
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／１および８６／２は、エッジストリップの幅の大部分にわたって、ブリスタストリップ
のエッジストリップ８３／１および８３／２を取り囲んでいる。すなわち、ウェル側のＵ
字形アーム８７／１の、ウェル側の狭いフロントエッジ８９上の正味の間隔ａｆは、ブリ
スタウェル２３がガイド形状セクションに触れないために十分な寸法がある。
【００６９】
　ガイドＵ字形セクション８６／１および８６／２の平行形アーム８７／１および８７／
２における“垂直方向”間隔は、ブリスタストリップ２１／１および２１／２のガイドエ
ッジストリップ８３／１および８３／２の厚さと、ブリスタウェル２３を“下向きに”シ
ールしているブリスタカバーストリップ９１の厚さとの合計よりも、わずかに、たとえば
１０％～２０％程度大きく、結果として、ブリスタストリップ２１／１および２１／２が
、各“Ｙ”ガイドシステム７２の水平に組み合わされたガイドブランチ７３／３内を、ス
ムーズなスライド式で案内されることを確実にするけれども、“後ろから押された”ブリ
スタストリップの開始領域とともに、デリバリステーション領域内に配置されたブリスタ
ストリップの末端セクション領域内における、２つのブリスタストリップの重複は、しか
しながら、確実に排除される。
【００７０】
　一方は搬送駆動部７４／１および７４／２と、他方は各“Ｙ”ガイドシステム７２の組
み合わせ点９２との間に延びるガイドブランチ７３／１および７３／２の構成は、組み合
わせられたセクション７３／３の構成と類似しており、そこでは、図５ｂのように、ガイ
ドブランチ７３／３がデリバリステーション１６に直接つなげることを実現するために設
けられたＵ字形に代えて、簡易な角度のついた形状９３（図５ｃ）を用いて、互いに上方
に配置された２つの“収束した”ガイドブランチ７３／１および７３／２を実現すること
もできる。これらは、互いに向かい合うフレーム金属シート９４／１および９４／２側に
固定され、機能モジュールとして設計された切換装置６８のハウジングエレメントを形成
する。
【００７１】
　“Ｙ”ガイドシステム７２の構造について述べてきたことを、参照番号９６により全体
として特定される“垂直方向”接続ガイドに適切であるとしてさらに適用し、これを用い
て、図４ａによる“水平方向”接続ガイド９７と同様に、１つの貯蔵ロール２２／１から
取り出すことができるブリスタストリップ２１／１が、切換装置の関連付けられた搬送駆
動部７４／１に送られ、水平の接続ガイドを介して、第２の貯蔵ロール２２／２から取り
出すことができるブリスタストリップ２１／２が、切換装置６８の関連づけられた搬送駆
動部７４／２に送られる。
【００７２】
　これらの接続ガイド９６および９７は、さらに好都合なことには、切換装置６８の枠内
で実現することができる。
【００７３】
　上記の説明のために用いられた切換装置６８の変形では、接続ガイド９６および９７に
は、光バリアとして図式的に示される末端センサ９８／１および９８／２が備え付けられ
、各貯蔵ロールから取り出されたブリスタストリップ２１／１または２１／２の末端がバ
リア光ビームを放出する場合―つまりもはや遮蔽されていない―、または、各ローラから
取り出せるブリスタストリップの開始がバリア光ビームを遮蔽するときに、特性信号を生
成してバリア光ビームを遮る場合に、末端センサは、機構１０を制御するために評価され
得る出力信号を発する。
【００７４】
　基本概念により、たとえば、図３ａおよび３ｂに基づいて説明したとおり、パストラン
スミッタの表示を較正またはチェックするために、これらの信号を用いることができる。
【００７５】
　ブリスタストリップの位置を検出するのに適した光バリア構成９９は、図４ｂに図式的
に示された構造によりさらに実現することができ、その体系においては、ブリスタウェル
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自体の大部分が切断されていたとしても、バリア光ビーム１０１は、２つのブリスタウェ
ル２３の間の途切れを通過することができたときに放出される。図３ｂの助力をもって説
明された機構により得られるパストランスミッタ出力信号に関連した、この光バリアビー
ム構成９９の検出器出力信号のシーケンスを評価することにより、当然、機構１０および
そのデリバリステーション１６の幾何学的寸法を考慮に入れて、ブリスタストリップ２１
／１または２１／２の末端をきわめて高精度に確定することができる。
【００７６】
　図６ａ～６ｄで再現したブリスタストリップ２１の一般的な構成では、薬剤を収容する
ウェル２３は、透明なプラスチック素材からなる、ストリップ１００の一方側がトラフ形
状であるくぼみ１０２として形成される。これらのくぼみ１０２は、たとえば、熱成形可
能なプラスチック素材を熱成形することにより成形され、この点で、くぼみ領域において
は、トラフ形状領域が可撓性のある柔軟な固さを有するように、素材の脆弱性がうまれる
ため、デリバリシリンダ２８のタペット２７を用いて、容易に変形することができるのに
対し、搬送に用いられる長手方向のエッジストリップ４６を形成し、ウェル２３の開口１
０３との境界をなす、残りの“平らな”ストリップ領域では、エッジストリップ４６が、
より固く、屈曲する弾性固さを有する。使える状態で準備されたブリスタストリップ２１
では、これらの開口は、参照番号１０４により全体として特定されるカバーストリップに
より覆われ、トラフ形状のくぼみに薬剤が加えられた後、トラフ形状で透明のプラスチッ
クストリップ１００にしっかり固定される。
【００７７】
　加えて好都合なことには、カバーストリップ１０４は、想定される寸法で屈曲的な弾性
があるプラスチック素材からなる。
【００７８】
　図６ｃによると、カバーストリップ１０４はトラフ形状プラスチックストリップ１００
よりも狭いが、トラフ開口１０３をカバーストリップ１０４のストリップ幅内に完全に配
置させるために十分な広さである。カバーストリップ１０４は、いずれの場合も、トラフ
開口１０３を覆っている領域のエリア内に、長手方向の狭いスリット１０６／１および１
０６／２と、スリットの間に延びる横断スリット１０７とともに備えられる。説明のため
に用いられた特別な実施態様においては、これらにより、各開口１０３の領域内に、図６
ｃに見られるＨ形スリット形状が形成され、Ｈ形スリットは、ブリスタストリップ２１の
長手方向の中央平面１０６に対して対称であり、またいずれの場合も、各ブリスタウェル
２３の横方向の中央平面１０９（図６ｂ）に対しても対称である。
【００７９】
　カバーストリップ１０４を、トラフ形状のプラスチックストリップ１００に材料的にし
っかりと固定することは、これら２つのプラスチックストリップの間で、堅固な接続が、
長手方向に互いに隣接して配置されたブリスタウェル２３の間に延びるカバーストリップ
１００の、横断バンド１１２の領域内と同様、カバーストリップの長手方向のエッジスト
リップ１１１／１および１１１／２の領域内でのみ形成された場合に達成される。
【００８０】
　このように、いずれの場合も、同一平面上に延びてトラフ開口１０３を覆う横スリット
１０７により、互いにジグザグに配置された２つの矩形ウィング１１３／１および１１３
／２は移動可能であり、さらに、各放出シリンダが動かされた場合、一対の折れ戸（図６
ｄ）のように開き、そこを通して各薬剤を離すことができる。図２ａに図示された機構に
よる構成の場合、薬剤は、搬送シート１３の配置された収容コンパートメント内に運ばれ
る。
【００８１】
　放出タペット２７を開始位置に引き込む過程で、２つの“ドア”ウィング１１３／１お
よび１１３／２はさらに、その弾性のために、開始位置に戻り、ブリスタストリップ２１
のさらなる搬送を妨げないため、ドアウィングはさらに、放出シリンダの領域で、Ｕ字形
ガイドエレメントの内部に誘導することが可能であり、これについては、図５ｂを基にす
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でに説明したとおりである。
【００８２】
　図２ａによるデリバリステーション１６とは対照的に、図７ａのデリバリステーション
１６においては、その詳細についてここで触れるが、放出シリンダ２８／１～２８／７を
用いてブリスタストリップ２１のブリスタウェル２３から放出された薬剤１２２は、搬送
シート１３の収容コンパートメント１２内に―好ましくは同時に―運ばれる前に、搬送シ
ート１３上の中間レベルに保持される。
【００８３】
　この中間レベルは、参照番号１１７により全体として特定される可動カバーストリップ
の機構により確定され、可動カバーストリップは、ブリスタストリップ２１の下にブリス
タストリップ２１から垂直方向に距離を置いて配置され、搬送シート１３のすぐ上に、ブ
リスタストリップに対して平行に延び、横方向ガイド（詳細に図示せず）内で、シート１
３の搬送方向に対して横向きにずらすことができる。横方向ガイドは、図５ｂの助力によ
り説明されたガイドと同様の構造を有する。
【００８４】
　各デリバリステーション１６において、搬送シート１３の互いに隣接して１列に配置さ
れた収容コンパートメント１２を覆うことができるこのカバーストリップは、ブリスタス
トリップ２１のカバーストリップ（図５ｂおよび図６ａ～６ｄ）と同様の構成を有し、Ｈ
形スリットにより境界をなすウィング形状のフラップ１１９／１および１１９／２を有す
る。カバーストリップ１１７のこの周期的なフラップ構造における周期長Ｌｐは、搬送シ
ート１３の収容コンパートメント１２の、コンパートメントのラインにおける周期長に対
応する。一方で、カバーストリップ１１７のための搬送装置は、簡易化のために詳細に図
示しないが、搬送刻み幅が周期長Ｌｐかまたはその真分数に対応し、かつカバーストリッ
プ１１７が停止したとき段階的な搬送を制御する、停止状態のときにそれぞれが収容コン
パートメント１２のうちの１つを覆う２つのカバーウィング１１９／１および１１９／２
の間の横スリット１１８が、それぞれ“垂直方向に”長手方向の中央平面１２１に延び、
さらに、カバーストリップがその上のブリスタストリップ２１のデリバリ位置に配置され
る、ブリスタストリップの横スリット１０７が延びるよう構成される。
【００８５】
　説明のために用いられた実施態様においては、カバーストリップ１１７の周期長Ｌｐは
、ブリスタストリップ２１の周期長の２倍である。
【００８６】
　図７ａによるデリバリステーションの構成では、まず第１に、ブリスタストリップの各
ウェル２３から放出される薬剤投与ユニット１２２が、カバーストリップ１１７の上側の
“中央に”横たわり、カバーストリップ１１７の旋回可能なウィング１１９／１および１
１９／２のエッジにより支持され、このエッジは長手方向の中央平面１２１の両側に配置
されている。各搬送シート１３の、カバーストリップ１１７の下に配置された収容コンパ
ートメント１２内への薬剤１２２のデリバリは、図示された実施態様においては、図７ａ
に図示するハンマー形状の排出エレメントを９０°旋回することにより実施され、排出エ
レメントは、図７ａの右手部分に図示されたベース位置から旋回させることができ、ブリ
スタストリップガイドと、カバーストリップ１１７のガイドとの間に延びるハウジングブ
ロック１２４の収容スリットにより、図７の左手部分に図示された排出位置内に収容され
る。ここで薬剤１２２は、離間された横エッジ１２５／１および１２５／２の間の、各収
容コンパートメント内に落下し、続いて各排出エレメント１２３が旋回して、再度“垂直
方向の”ベース位置へ戻る。
【００８７】
　説明のために用いられた実施態様においては、排出エレメント１２３を放出するよう動
かすために、複動空気圧シリンダ１２６を用いて実現される共通の駆動部が備えられ、こ
れを用いて、ハウジングブロック１２４の平棒１２７を後方および前方にずらすことがで
きる。この平棒１２７は、垂直に延びる長手方向のガイド穴１２８を備え、排出エレメン
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ト１２３の駆動ピン１２９が、スライド可能に連動する方法で係合し、平棒１２８が、“
水平な”前方および後方への移動を、図７ｂの両矢印１３２の方向に向かって実施するこ
とにより、排出エレメント１２３が図７の両矢印１３２の方向に延び、９０°旋回して移
動することが達成できる。
【００８８】
　デリバリステーション１１６の機能をチェックするために、いずれの場合も、参照番号
１３３により全体として特定される光バリア（図７ｃ）が備えられ、デリバリシリンダ２
８／１～２８／７に個別に関連付けられ、バリアの各光軸１３４は、“下側の”カバース
トリップ１１７のウィング形状フラップ１１９／１および１１９／２の横エッジ１２５／
１および１２５／２の間の、垂直方向の長手方向の中央平面１２１に、正味の距離を置い
てデリバリシリンダの上に延びており、ウィング形フラップは、いずれの場合も、運ばれ
る薬剤１２２の直径の約半分に相当する。
【００８９】
　カバーストリップ１１７は、弾性的な素材からなり、薬剤１２２が下に向かって放出さ
れた後、ウィング形状フラップ１１９／１および１１９／２が再度開始位置に戻り、フラ
ップ１１９／１および１１９／２は再度同一平面に配置される。
【００９０】
　弾性的なプラスチック素材が適した素材であり、これに関連してカバーストリップ１１
７を、付加的に金属被膜してもよい。
【００９１】
　カバーストリップ１１７は、言うなれば、機構１０に統合された、品質管理のためだけ
でなく、機能を監視するための装置の機能的エレメントであり、したがって、破損の危険
に晒されてはならない。このため、デリバリステーション１６が、少なくとも時々は、“
新しい”カバーストリップセクションで充填されるように、カバーストリップをずらすこ
とができ―“更新することができ”、この点において、カバーストリップは、周期長Ｌｐ
によるパルスにより、たとえば、各デリバリステーションのデリバリサイクル完了後にず
らされ、明らかに、デリバリステーション領域における、カバーストリップの破損を原因
とする考え得る危険が防止されるという条件を前提としている。
【００９２】
　以上に説明したとおり、本発明の範囲内に含まれる充填機構は、さまざまな方法で改変
を加えることができる。図示していない改変は、たとえば以下のとおりである。
【００９３】
　さまざまな要求がある薬剤の場合、いずれの場合も、デリバリステーションおよび貯蔵
ロールを含む、複数のデリバリモジュールを備えることができる。
【００９４】
　本発明の充填機構の構成はさらに、２つの充填ラインに有用であるための２個の充填ユ
ニットを含む充填機構において、１つの貯蔵ロールで十分である場合、１個のブリスタ貯
蔵ロールから２つのデリバリステーションが供給される場合に、実現可能である。このよ
うな場合、より頻繁に要求される薬剤が、それ自体の貯蔵ロールおよびそれに関連付けら
れたデリバリステーションにより、それぞれ供給される。
【００９５】
　都合のよい改変はさらに、２つの搬送ラインを含む構成において、カセット構成のマト
リックスラインが、日時に関連付けられ、日にちの順は、言うなれば、平行して充填され
る対の搬送シート１３のマトリックス構成の途切れに相当するという事実に存在する。こ
の場合、デリバリステーションは８つの放出エレメントを有し、毎日の下位区分は、朝、
昼、夕および夜間であり、下位区分は図１～７の助力により図示される実施態様における
マトリックスラインにより表される。
【図面の簡単な説明】
【００９６】
【図１】本発明の薬剤のパッケージングユニットを充填するための機構の、第１の実施態
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【図２ａ】図１のＩＩ／ＩＩ線断面における、図１の機構のデリバリステーションの詳細
を、同じく図式的に簡略化して示す図である。
【図２ｂ】機構の機能を説明するために、図１のデリバリステーションへの薬剤のデリバ
リ段階を示す図である。
【図２ｃ】機構の機能を説明するために、図１のデリバリステーションへの薬剤のデリバ
リ段階を示す図である。
【図２ｄ】機構の機能を説明するために、図１のデリバリステーションへの薬剤のデリバ
リ段階を示す図である。
【図２ｅ】機構の機能を説明するために、図１のデリバリステーションへの薬剤のデリバ
リ段階を示す図である。
【図３ａ】図１に対応する形式での、本発明の機構のさらなる実施態様の詳細を示す図で
ある。
【図３ｂ】図１または図３ａの機構において用いることができる、インクリメンタルに動
作するパストランスミッタの、図式的に簡略化された図である。
【図４ａ】ブリスタストリップ貯蔵ロールの交換に適した切換装置の、図式的に簡略化さ
れた側面図である。
【図４ｂ】図１または図３ａの機構においてマーキング信号を生成するために適した、光
バリア機構である。
【図５ａ】図４ａのブリスタストリップの搬送駆動部のための駆動装置を示す図である。
【図５ｂ】図４ａの切換装置のガイド装置を示す図である。
【図５ｃ】図４ａの切換装置のガイド装置を示す図である。
【図６ａ】ブリスタストリップの構成の詳細を、その機能を説明するため示す図である。
【図６ｂ】ブリスタストリップの構成の詳細を、その機能を説明するため示す図である。
【図６ｃ】ブリスタストリップの構成の詳細を、その機能を説明するため示す図である。
【図６ｄ】ブリスタストリップの構成の詳細を、その機能を説明するため示す図である。
【図７ａ】図１の機構のデリバリステーションのさらなる構成を、図２ａに対応する観点
から示す図である。
【図７ｂ】図７ａのデリバリステーションの駆動部の詳細を示す図である。
【図７ｃ】図７ａのデリバリステーションのための監視光バリアの、簡略化された断面図
である。
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